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表紙の写真：新・農のある風景 ～其の119～　リンゴの消費宣伝活動の様子（ＪＡつがる弘前）
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巻
頭
言

　青森県農協青年部協議会の活動につきましては、平素より格別のご理解とご協力を賜り、心より
お礼申しあげます。

　さて近年、農業現場では担い手の減少や少子高齢化に伴う生産基盤の弱体化に加え、自然災害の
頻発や国際情勢の変化によるコスト高騰など、かつてない困難な状況が続いております。特に食料
の安定供給の面においては、農業者の努力だけでは解決できない課題も多く、社会全体で支える仕
組みが強く求められております。さらに、全国的に野生動物による農作物被害、特に熊による被害
が顕著に現れ、営農継続に大きな不安と負担を与えています。

　そのような中、私たち青森県農協青年部協議会では、毎年地域の声を国政に届けるべく、県選出
の国会議員の皆様へ直接要請活動を行っており、令和７年度においては10月31日に実施いたしまし
た。青年農業者の現場の声を届け、国としての制度的・財政的な支援の拡充をお願いするとともに、
地域農業の持続的発展に向けた政策提案を続けてまいりました。

　農業を取り巻く環境が急激に変化する中、自らが課題に気づき、自分たちで考え行動する「自助」
の姿勢を土台に、私たちの力だけでは成し得ない課題に対しては、ＪＡや地域社会との「共助」に
よる連携の強化やさらに国・県・市町村への働きかけという「公助」の仕組みを活用することで、
未来の農業の姿を形づくると確信しております。

　今後も、日本の食料生産を担う誇りと使命感を胸に、地域農業が誇りと魅力ある産業として継承
されるよう、課題解決に向けて着実に歩を進めてまいります。

　我々青年部員は、地域の農業を支える一員として、そして日本の食料安全保障を担う責任ある立
場として、未来の農業を明るく照らす力となるべく、これからも実直に活動してまいります。　

青森県農協青年部協議会
委員長　斗　沢　正　和
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